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ま  え が  き 

本資料シリーズは、労働政策研究･研修機構が今後の雇用政策の企画・立案に資すること

を目的に行った労働力人口と就業者数のシミュレーションについて、その方法と結果をまと

めたものである。シミュレーションは、「日本の将来推計人口」（国立社会保障・ 人口問題研

究所、2017 年出生・死亡中位推計）を前提に、「未来投資戦略 2018」（2018 年 6 月 15 日閣議

決定）の成果目標が達成される場合など複数のシナリオで、性・年 齢階級別に、また、就業

者数については産業別に、2040 年まで行ったものである。 

当機構では過去数次にわたり、「労働力需給の推計」として、労働力人口と就業者数のシミ 

ュレーションを行ってきた。結果は、厚生労働省の雇用政策研究会の議論に、あるいは公的

年金の財政検証等に役立てられてきた。本資料シリーズでまとめたシミュレーションの結果

も、2018 年 4 月から開催された厚生労働省の雇用政策研究会に使用されたものである。 

この推計を円滑に実施するために当機構内に「労働力需給推計に関する研究会」を設置し

たが、同研究会に参集し、甚大なご協力をいただいた外部の研究者のみなさまには、改めて

感謝申し上げる。 

雇用政策の企画・立案に、また、労働力供給、需要構造の変化に関する分析の基礎資料と

して、本資料を広く活用していただければ幸いである。 
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